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研究成果の概要（和文）：本研究の目的はサッカーのゲーム分析のためにスポーツ構造論を構築することである。本研
究では、このスポーツ構造を比較関数によって定式化することができた。またスポーツにおける身体運動の特性を、使
用性、表出性、獲得性、相互性の四つの特性によって提示した。さらに「パレート最適」の考え方から、どんな運動形
式でもある一定のフォーム、すなわち何らかの決まった形を持つ限りにおいて、幾何学的両義性（一長一短の関係）と
いう限界を持つことが明らかとなった。ただしそれはある新しい運動形式とその他の運動形式がある新たな一長一短の
関係を取り結び、複数にわたる目的を新たに最適化する可能性をも有することを意味しているのである。

研究成果の概要（英文）：This study aims to identify the structure of sports games in order to analyze 
soccer games. we were able to formulate this structure by comparative function. we clarified that the 
human movement in sport is provided for by four characteristics: usability, expression, acquisition, and 
reciprocity. The concept of "Pareto optimum" clarifies that any movement form has the limit of the 
geometrical ambiguity (relation between both merits and demerits), as long as they have a definite form, 
a certain decided figure. However, this means a new movement form and other movement forms connect a new 
relation between both merits and demerits, and they have the possibility of further optimizing for more 
purposes.

研究分野： スポーツ哲学
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１．研究開始当初の背景 
 
これまでサッカーを取り巻く様々な社会

的要因や社会現象に関する研究は数多く行
われてきたが、まずは実体であるサッカーそ
のものの本質が問われなければ、社会におけ
るサッカーの意味や価値といった、実体とし
てのサッカーに付随する性質も正確には解
明されえない。とりわけ、スポーツ哲学の分
野において、「サッカーとは何か」すなわち
サッカーそのものの本質を問う哲学的な研
究は、すでにいくつか部分的には着手されて
いるものの、未だこの問いに対して全面的な
解答を与えるような研究は行われていない。
あるいは、そうしたサッカーの哲学的思想の
コーチング場面への実践的適用可能性も検
証されていないのが現状である。 
一方、現代においてヨーロッパのビッグク

ラブの環境や富にもとづく英知は、世界のサ
ッカーをリードするとともに、他のスポーツ
種目のモデルとなる可能性を存分に秘めて
いる。そのなかでも本研究が注目するのが、
1960 年代後半にヴィトール・フラーデ氏によ
って提唱された PT である。PT とはこれを採
用しているチェルシーFC監督ジョゼ・モウリ
ーニョ氏の、UEFA チャンピオンズリーグ優勝
2 回、欧州 3 大リーグ制覇という輝かしい成
績によって、隣国のスペインやイングランド
のみならず、オランダやブラジル、ウルグア
イ、アルゼンチン、コロンビア、さらにはア
ラブ諸国においても急速に広まりつつある
トレーニングメソッドのことである。我が国
でも、元 FC バルセロナ福岡スクールコーチ
の村松尚登氏が自らの著書で同理論を紹介
したことで少しずつ知られるようになって
きているが、むしろその半面、PT はトレーニ
ングメソッドとしてだけでなく、ある種のス
ポーツの実践思想として、サッカー界に強い
インパクトを与えている。なぜなら、PTにお
いては「サッカーとは何か」「集団スポーツ
ゲームとは何か」ひいては「スポーツとは何
か」という原理的な問いに対する思索がなさ
れており、それらの問いに答えることは、サ
ッカーやスポーツの学術的理解を深め、サッ
カーを通じたスポーツ文化の普及や発展に
もつながると考えられるからである。 
しかしながら、通常サッカー研究者にお

いては、PTを研究対象とする場合、その思
想内容の難解さ、ポルトガル語という言葉
の壁、一次資料の不足などといった理由か
ら、PTの思想と正面から向き合うことは非
常に困難であると見なされている。このた
め、これまでPTについては、その思想内容
に部分的に言及する研究やその応用可能性
を指摘する研究はいくつか存在するものの、
その思想的全容を明らかにするような研究
は我が国ではほとんど行われてこなかった。 

 
２．研究の目的 
 
本研究は、ポルト大学のヴィトール・フラ

ーデ元教授によって提唱された「戦術的ピリ
オダイゼーション理論」をスポーツ哲学の観
点から体系的に考察し、これを「サッカーの
ゲーム構造論」に接続させることで、両理論
を拡張・統合させることを目的とした。また
同時に、本研究では、それら両理論にもとづ
くコーチングコンセプトが、実際のコーチン
グの場面にも反映され具現化されうること
を映像によって検証することを試みた。 
 
３．研究の方法 
 
本研究では、サッカーゲームに関する哲学

的思想研究を行った。まず、はじめにポルト
大学へ「戦術的ピリオダイゼーション理論（以
下、PTと略記）」の基本資料の蒐集に出向き、
ヴィトール・フラーデ元教授ら関係者に直接
インタヴュー調査を実施。また次に、PTを理
解するのに必要な「カオス」や「フラクタル」
「複雑系」などの様々な哲学理論および数学
理論に関する文献を参照しながら、PTの体系
的な考察を行った。そして、研究代表者の提
示した「サッカーのゲーム構造論」とPTを接
続させ、両理論の拡張・統合を図った。その
後、先の哲学的思想研究から得られた結果に
もとづきながら、コーチングコンセプトの映
像化と教材化の可能性を探った。なお、研究
期間においては、指導者にコーチングコンセ
プトを立てさせ、実際にそれがトレーニング
やゲームに具現化されているか、またその映
像を教材化することができるかを、「クリッ
ピング」によって編集された映像等で検証し、
最後に研究全体のまとめを行った。 
 
４．研究成果 
 
本研究では、スポーツゲームの構造を比較

関数（スポーツ関数）によって定式化し、こ
れを佐藤臣彦が提示したスポーツ構造の知
的契機に関連付けることができた。また、ス
ポーツにおける身体運動の特性を、使用性、
表出性、獲得性、相互性の四つの特性によっ
て捉え、さらには、「パレート最適」の考え
方から、どんな運動形式でも、ある一定のフ
ォーム、すなわち何らかの決まった形を持つ
限りにおいて、幾何学的両義性（一長一短の
関係）という限界を持つことを明らかにした。
ただし、このことは、ある新しい運動形式と
その他の運動形式が新たな一長一短の関係
を取り結び、複数にわたる目的を新たに最適
化する可能性をも有することを意味してい
るのであった。そして、PTについて簡単な言
葉でまとめるならば、それは、現代のトップ
レベルサッカーにおける公式戦の過密日程
の中で、サッカーという瞬時に高度な判断を
伴うゲームを数多く勝ち抜くためのある種
の「脳トレ」であり、チームのプレイモデル
を実現するための「タイムマネジメント」の
技術であることがわかった。とくに、「サッ
カーのゲーム構造論」と PT との接続につい



ては、フラーデの文書に出てくる「レンディ
メント rendimento」という語が、英語の「レ
ンダリング rendering」（位相転換、次元転換）
と同じく、コレクティヴ（集団的）な意図と
してのプレイモデルの実現態であり描像で
あると解釈されうるように、集団の運動形式
や幾何学的要素の具現化として、PT やスポー
ツ関数の身体運動への関わり方が共通して
いることを指摘した。なお、以上の哲学的思
想研究から得られた結果にもとづきながら、
コーチングコンセプトの映像化と教材化の
可能性を探ることに関しては、PT の週間トレ
ーニングの映像収集を実施し、編集作業を終
えるところまで作業を完了しているが、「ク
リッピング」による編集は研究期間内に終え
ることができなかった。 
最後に、本研究成果の学術的特色・独創

的な点と意義ついて挙げておく。とりわけ、
PTについては、これまでほとんど研究例が
ないため、本研究の成果によって他のフッ
トボール（フットサル、ラグビー、アメフ
トなど）や「対戦型集団球技スポーツ」の
研究分野に新たな視座を与えることになる。
また、PTの思想性（思想としての質）や「集
団スポーツゲーム理論」には次のような特
色が考えられ、それによって種目横断的な
トレーニングメソッドの開発も期待できる
だろう。 

(ア) PTは、バイオメカニクスや生理学など
のスポーツの自然科学分野をベースし
た通常のトレーニング理論とは出自が
異なり、哲学や社会学、教育学、心理
学などといったスポーツの人文社会科
学分野と深い関わりを持つ。 

(イ) PTの独自の思想性（あるいは科学性）
によって、サッカーという明確な対象
をめぐる各々の学問分野の相互作用が
期待できる。 

(ウ) PTにおいては、各々の学問分野がゲー
ムに対する実用的適用性という観点か
ら統合され、各々が専門分化しにくい
ため、「理論と実践を統合した〈生き
た〉科学、人間行動学」であるPTをス
ポーツ科学の総合化のモデルとして提
示することが可能となる。 

(エ) バスケットボールやハンドボールなど
のように、サッカーとゲーム形態を同
じくするスポーツは、種目特性すなわ
ち「特異性」がサッカーのそれと類似
しているため、結果的にPTの他の「対
戦型集団球技スポーツ」への応用も達
成しやすくなる。 

(オ) 一般に「対戦型集団球技スポーツ」の
指導現場では、それらの種目の「複雑
性」が原因で、理論（あるいは思想）
と実践との整合性にしばしば疑問が持
たれているが、PTの思想性が明らかに
されたことで、スポーツにおける「理
論と実践の往還」のメカニズムをより
深く理解できるようになり、両者の架
橋も容易になる。 
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